
　

口
は
禍
の
元
、
と
い
う
古

　

口
は
禍
の
元
、
と
い
う
古

く
か
ら
の
言
葉
が
あ
る
。
諺

く
か
ら
の
言
葉
が
あ
る
。
諺

と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ

と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ

な
い
。
要
は
、
お
し
ゃ
べ
り

な
い
。
要
は
、
お
し
ゃ
べ
り

の
戒
め
で
あ
ろ
う
。

の
戒
め
で
あ
ろ
う
。

　

去
年
の
秋
、
例
年
の
鎌
倉

　

去
年
の
秋
、
例
年
の
鎌
倉

芸
術
祭
の
中
井
貴
恵
さ
ん
の

芸
術
祭
の
中
井
貴
恵
さ
ん
の

音
語
り
の
時
に
、
小
津
映
画

音
語
り
の
時
に
、
小
津
映
画

の
シ
ナ
リ
オ
の
朗
読
を
今
ま

の
シ
ナ
リ
オ
の
朗
読
を
今
ま

で
五
作
品
や
っ
て
来
て
も
う

で
五
作
品
や
っ
て
来
て
も
う

最
後
に
す
る
つ
も
り
だ
っ
た

最
後
に
す
る
つ
も
り
だ
っ
た

の
に
、
う
っ
か
り
も
う
一
本

の
に
、
う
っ
か
り
も
う
一
本

考
え
て
み
よ
う
か
と
口
を
滑

考
え
て
み
よ
う
か
と
口
を
滑

ら
せ
て
し
ま
い
、
お
客
様
の

ら
せ
て
し
ま
い
、
お
客
様
の

前
で
も
あ
り
、
や
ら
ざ
る
を

前
で
も
あ
り
、
や
ら
ざ
る
を

え
な
い
所
に
追
い
込
ま
れ
て

え
な
い
所
に
追
い
込
ま
れ
て

し
ま
っ
た
。
正
直
心
の
ど
こ

し
ま
っ
た
。
正
直
心
の
ど
こ

か
に
〝
麦
秋
〞
と
い
う
名
作

か
に
〝
麦
秋
〞
と
い
う
名
作

を
ま
だ
や
っ
て
い
な
い
事
が

を
ま
だ
や
っ
て
い
な
い
事
が

引
っ
か
か
っ
て
い
た
の
か
も

引
っ
か
か
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

し
れ
な
い
。

　

年
令
の
話
は
し
た
く
な
い

　

年
令
の
話
は
し
た
く
な
い

が
、
年
々
思
考
力
の
衰
え
が

が
、
年
々
思
考
力
の
衰
え
が

増
し
て
来
て
い
た
。
頭
の
中

増
し
て
来
て
い
た
。
頭
の
中
　

戦
後
の
日
本
で
開
校
し
、

　

戦
後
の
日
本
で
開
校
し
、

４
年
半
で
幕
を
閉
じ
た
鎌
倉

４
年
半
で
幕
を
閉
じ
た
鎌
倉

ア
カ
デ
ミ
ア
を
描
い
た
ド
キ

ア
カ
デ
ミ
ア
を
描
い
た
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
鎌
倉

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
鎌
倉

ア
カ
デ
ミ
ア
青
の
時
代
』
の

ア
カ
デ
ミ
ア
青
の
時
代
』
の

全
国
上
映
に
先
駆
け
て
、
５

全
国
上
映
に
先
駆
け
て
、
５

月
1414
日
鎌
倉
市
雪
ノ
下
の
鎌

日
鎌
倉
市
雪
ノ
下
の
鎌

倉
市
川
喜
多
映
画
記
念
館
で

倉
市
川
喜
多
映
画
記
念
館
で

上
映
会
と
映
画
監
督
の
ト
ー

上
映
会
と
映
画
監
督
の
ト
ー

ク
が
行
わ
れ
た

ク
が
行
わ
れ
た
＝
写
真

＝
写
真
。

　

大
嶋
拓
監
督
は
、
鎌
倉
ア

　

大
嶋
拓
監
督
は
、
鎌
倉
ア

カ
デ
ミ
ア
演
劇
科
の
教
授
を

カ
デ
ミ
ア
演
劇
科
の
教
授
を

務
め
た
劇
作
家
・
青
江
舜
二

務
め
た
劇
作
家
・
青
江
舜
二

郎
氏
の
長
男
。
２
０
０
６
年

郎
氏
の
長
男
。
２
０
０
６
年

５
月
、
光
明
寺
で
の
創
立

５
月
、
光
明
寺
で
の
創
立

6060
周
年
記
念
祭
か
ら
２
０

周
年
記
念
祭
か
ら
２
０

１
６
年
６
月
の

１
６
年
６
月
の
7070
周
年
記

周
年
記

念
祭
の
日
ま
で
カ
メ
ラ
を

念
祭
の
日
ま
で
カ
メ
ラ
を

回
し
て
撮
影
。「
鎌
倉
ア
カ

回
し
て
撮
影
。「
鎌
倉
ア
カ

デ
ミ
ア
を
伝
え
る
会
」
会

デ
ミ
ア
を
伝
え
る
会
」
会

員
の
協
力
を
得
な
が
ら
そ

員
の
協
力
を
得
な
が
ら
そ

の
Ｏ
Ｂ
な
ど

の
Ｏ
Ｂ
な
ど
2020
人
を
超
え

人
を
超
え

る
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

る
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
、
編
集
に
半
年
を
か

ー
し
、
編
集
に
半
年
を
か

当
て
る
こ
と
も
で
き
る
の
で

当
て
る
こ
と
も
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ

は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ

る
。
る
。

（
神
奈
川
歯
科
大
名
誉
教
授
）

（
神
奈
川
歯
科
大
名
誉
教
授
）

け
て
完
成
さ
せ
た
。「
映
画
が

け
て
完
成
さ
せ
た
。「
映
画
が

で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
」

で
き
て
ほ
っ
と
し
て
い
る
」

と
大
嶋
監
督
。
そ
こ
に
学
ん

と
大
嶋
監
督
。
そ
こ
に
学
ん

だ
人
た
ち
が

だ
人
た
ち
が
9090
歳
近
く
に
な

歳
近
く
に
な

っ
て
も
そ
の
志
を
心
に
、
生

っ
て
も
そ
の
志
を
心
に
、
生

き
生
き
と
人
生
に
向
き
合
っ

き
生
き
と
人
生
に
向
き
合
っ

　

鎌
倉
市
体
育
協
会
（
山
口
宇
宙

　

鎌
倉
市
体
育
協
会
（
山
口
宇
宙

会
長
・

会
長
・
3131
団
体
）
は
平
成

団
体
）
は
平
成
2828
年
度
年
度

に
活
躍
し
た
優
秀
選
手

に
活
躍
し
た
優
秀
選
手
1717
人
、
優

人
、
優

秀
団
体
３
、
各
団
体
が
推
薦
す
る

秀
団
体
３
、
各
団
体
が
推
薦
す
る

功
労
者
８
人
を
５
月

功
労
者
８
人
を
５
月
1717
日
鎌
倉
武

日
鎌
倉
武

道
館
で
表
彰
し
た
。
カ
ッ
コ
内
は

道
館
で
表
彰
し
た
。
カ
ッ
コ
内
は

推
薦
団
体
。
敬
称
略
。

推
薦
団
体
。
敬
称
略
。

　

【
体
育
功
労
】
向
井
克
彦
（
野

　

【
体
育
功
労
】
向
井
克
彦
（
野

球
）
古
井
佳
雄
（
水
泳
）
岩
田
桂

球
）
古
井
佳
雄
（
水
泳
）
岩
田
桂

司
（
柔
道
）
増
子
義
明
（
テ
ニ

司
（
柔
道
）
増
子
義
明
（
テ
ニ

ス
）
ス
） 

吉
井
光
世
（
弓
道
）
後
明
正

吉
井
光
世
（
弓
道
）
後
明
正

廣
（
ス
キ
ー
）
河
合
克
也
（
サ
ッ

廣
（
ス
キ
ー
）
河
合
克
也
（
サ
ッ

カ
ー
）
川
崎
ひ
さ
江
（
太
極
拳
）

カ
ー
）
川
崎
ひ
さ
江
（
太
極
拳
）

　

【
優
秀
選
手
】
髙
梨
由
彩
（
野

　

【
優
秀
選
手
】
髙
梨
由
彩
（
野

球
）
伊
藤
槙
紀
（
卓
球
）
土
田
充

球
）
伊
藤
槙
紀
（
卓
球
）
土
田
充

千
穗
・
田
村
亮
輔
（
水
泳
）
田
牧

千
穗
・
田
村
亮
輔
（
水
泳
）
田
牧

明
花
音
（
陸
上
）
熊
谷
倫
（
ソ
フ

明
花
音
（
陸
上
）
熊
谷
倫
（
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
）
前
田
忠
昭
・
中
川
洋

ト
テ
ニ
ス
）
前
田
忠
昭
・
中
川
洋

三
・
星
井
眞
・
前
川
和
正
・
高
橋

三
・
星
井
眞
・
前
川
和
正
・
高
橋

和
彦
（
テ
ニ
ス
）

和
彦
（
テ
ニ
ス
） 

山
本
尚
・
石
塚

山
本
尚
・
石
塚

俊
逸
（
ス
キ
ー
）

俊
逸
（
ス
キ
ー
） 

大
塚
諒
（
サ
ッ

大
塚
諒
（
サ
ッ

カ
ー
）

カ
ー
） 

谷
口
谷
口
令の

り
こ

の
り
こ子

（
ラ
グ
ビ
ー
フ

（
ラ
グ
ビ
ー
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
）
鈴
木
典
子
（
太
極

ッ
ト
ボ
ー
ル
）
鈴
木
典
子
（
太
極

　
「
鎌
倉
で
『
木
』
と
暮
ら

　
「
鎌
倉
で
『
木
』
と
暮
ら

す
」
を
テ
ー
マ
に
５
月

す
」
を
テ
ー
マ
に
５
月
1313

日
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
で
セ

日
、
鎌
倉
商
工
会
議
所
で
セ

ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
、
日
本
の

ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
、
日
本
の

伝
統
構
法
の
一
つ
で
あ
る

伝
統
構
法
の
一
つ
で
あ
る

「
石
場
建
て
伝
統
構

「
石
場
建
て
伝
統
構

法
」が
紹
介
さ
れ
た
。

法
」が
紹
介
さ
れ
た
。

　

伝
統
の
職
人
技
で

　

伝
統
の
職
人
技
で

鎌
倉
の
街
並
み
に
合
っ
た
家

鎌
倉
の
街
並
み
に
合
っ
た
家

づ
く
り
を
し
て
い
る
戸
井
田

づ
く
り
を
し
て
い
る
戸
井
田

工
務
店（
戸
井
田
晃
英
社
長
）

工
務
店（
戸
井
田
晃
英
社
長
）

が
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
セ

が
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
セ

ミ
ナ
ー
の
一
環

ミ
ナ
ー
の
一
環
＝
写
真

＝
写
真
。

　

講
師
の
滋
賀
県
大
津
市
の

　

講
師
の
滋
賀
県
大
津
市
の

梓
工
務
店
・
伊
東
裕
一
会
長

梓
工
務
店
・
伊
東
裕
一
会
長

は
、
住
む
人
が
健
康
で
心
地

は
、
住
む
人
が
健
康
で
心
地

よ
く
暮
ら
せ
る
家
を
追
い
求

よ
く
暮
ら
せ
る
家
を
追
い
求

め
て
「
石
場
建
て
伝
統
構

め
て
「
石
場
建
て
伝
統
構

法
」
に
行
き
着
い
た
。
こ
れ

法
」
に
行
き
着
い
た
。
こ
れ

は
、
基
礎
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

は
、
基
礎
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

を
使
わ
ず
、
礎
石
の
上
に
柱

を
使
わ
ず
、
礎
石
の
上
に
柱

を
立
て
、
足
固
め
で
柱
同
士

を
立
て
、
足
固
め
で
柱
同
士

を
つ
な
ぐ
。
地
震
の
揺
れ
に

を
つ
な
ぐ
。
地
震
の
揺
れ
に

対
し
礎
石
に
載
せ
た
柱
ご
と

対
し
礎
石
に
載
せ
た
柱
ご
と

ず
れ
て
倒
壊
を
防
ぐ
木
組
み

ず
れ
て
倒
壊
を
防
ぐ
木
組
み

の
構
法
で
、
耐
震
性
も
立
証

の
構
法
で
、
耐
震
性
も
立
証

さ
れ
て
い
る
。
自
然
素
材
の

さ
れ
て
い
る
。
自
然
素
材
の

家
は
日
本
の
気
候
風
土
に
合

家
は
日
本
の
気
候
風
土
に
合

い
、
家
も
長
生
き
す

い
、
家
も
長
生
き
す

る
と
い
う
。
全
国
で

る
と
い
う
。
全
国
で

こ
れ
ま
で
に

こ
れ
ま
で
に
4040
軒
近
軒
近

く
手
掛
け
て
い
る
。

く
手
掛
け
て
い
る
。

　

戸
井
田
社
長
は
「
伝
統
構

　

戸
井
田
社
長
は
「
伝
統
構

法
に
取
り
組
む
意
義
は
、
古

法
に
取
り
組
む
意
義
は
、
古

来
の
技
術
や
匠
（
職
人
）
の

来
の
技
術
や
匠
（
職
人
）
の

技
を
継
承
す
る
こ
と
に
あ

技
を
継
承
す
る
こ
と
に
あ

る
。
鎌
倉
に
古
民
家
を
新
築

る
。
鎌
倉
に
古
民
家
を
新
築

し
、
古
都
の
伝
統
を
活
か
し

し
、
古
都
の
伝
統
を
活
か
し

た
街
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

た
街
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

 

（
８
面
に
関
連
記
事
）

（
８
面
に
関
連
記
事
）

秀
団
体
３
、
功
労
賞

秀
団
体
３
、
功
労
賞
2
人
、
特
に

人
、
特
に

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
人
へ
贈
ら

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
人
へ
贈
ら

れ
る
栄
光
賞
が
１
人
だ
っ
た
。
カ

れ
る
栄
光
賞
が
１
人
だ
っ
た
。
カ

ッ
コ
内
は
推
薦
団
体
。
敬
称
略
。

ッ
コ
内
は
推
薦
団
体
。
敬
称
略
。

　

【
優
秀
選
手
】
中
田
美
緒
（
バ

　

【
優
秀
選
手
】
中
田
美
緒
（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）
上
田
虹
輝
・
岩
澤

レ
ー
ボ
ー
ル
）
上
田
虹
輝
・
岩
澤

龍
斗
・
齊
藤
香
織
・
松
井
一
葉
・

龍
斗
・
齊
藤
香
織
・
松
井
一
葉
・

松
尾
真
弓
（
陸
上
）
伊
東
洸
佑

松
尾
真
弓
（
陸
上
）
伊
東
洸
佑

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
毛
利
和
可
奈

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
毛
利
和
可
奈

・
春
山
港
月
・
亀
井
野
乃
・
堀
口

・
春
山
港
月
・
亀
井
野
乃
・
堀
口

裕
・
千
葉
海
瑠
・
春
山
海
月
・
新

裕
・
千
葉
海
瑠
・
春
山
海
月
・
新

井
天
丸
・
水
留
捺
月
・
村
松
爽
・

井
天
丸
・
水
留
捺
月
・
村
松
爽
・

海
保
勝
之
（
空
手
道
）
蝶
野
友
香

海
保
勝
之
（
空
手
道
）
蝶
野
友
香

・
川
岸
七
菜
・
久
武
安
雄
・
魚
住

・
川
岸
七
菜
・
久
武
安
雄
・
魚
住 

蘭
・
吉
田
華
菜
子
（
テ
ニ
ス
）
青

蘭
・
吉
田
華
菜
子
（
テ
ニ
ス
）
青

山
若
生
・
西
田
帆
七
・
左
近
麗
咲

山
若
生
・
西
田
帆
七
・
左
近
麗
咲

子
・
上
田
瑞
・
肥
後
滉
佑
・
大
澤

子
・
上
田
瑞
・
肥
後
滉
佑
・
大
澤

雄
帆
・
青
山
知
央
・
金
子
道
之
介

雄
帆
・
青
山
知
央
・
金
子
道
之
介

・
桑
野
明
日
佳
・
国
見
有
・
磯
村

・
桑
野
明
日
佳
・
国
見
有
・
磯
村

麟
之
介
・
林
玄
・
上
田
直
樹
・
伊

麟
之
介
・
林
玄
・
上
田
直
樹
・
伊

藤
聖
夏
・
桑
野
絵
里
佳
（
セ
ー
リ

藤
聖
夏
・
桑
野
絵
里
佳
（
セ
ー
リ

ン
グ
）
吉
川
こ
み
ち
・
上
町
杏
夏

ン
グ
）
吉
川
こ
み
ち
・
上
町
杏
夏

（
水
泳
）
浅
野
稜
悟
・
浅
野
稔
理

（
水
泳
）
浅
野
稜
悟
・
浅
野
稔
理

（
町
体
育
協
会
）

（
町
体
育
協
会
）

　

【
優
秀
団
体
】
葉
山
中
学
校
聖

　

【
優
秀
団
体
】
葉
山
中
学
校
聖

心
館
葉
山
（
空
手
道
）
葉
山
警
察

心
館
葉
山
（
空
手
道
）
葉
山
警
察

署
少
年
柔
剣
道
推
進
会
（
剣
道
）

署
少
年
柔
剣
道
推
進
会
（
剣
道
）

葉
山
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
（
サ
ッ

葉
山
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
（
サ
ッ

カ
ー
）

カ
ー
）

　

【
功
労
賞
】
小
峰
功
（
陸
上
）

　

【
功
労
賞
】
小
峰
功
（
陸
上
）

長
松
恵
（
セ
ー
リ
ン
グ
）

長
松
恵
（
セ
ー
リ
ン
グ
）

　

【
栄
光
賞
】
小
峰
功
（
陸
上
）

　

【
栄
光
賞
】
小
峰
功
（
陸
上
）

拳
）
沼
上
勝
江
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

拳
）
沼
上
勝
江
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）

　

【
優
秀
団
体
】
山
﨑
フ
ァ
イ
タ

　

【
優
秀
団
体
】
山
﨑
フ
ァ
イ
タ

ー
ズ
・
三
菱
電
機
テ
ニ
ス
日
本
リ

ー
ズ
・
三
菱
電
機
テ
ニ
ス
日
本
リ

ー
グ
チ
ー
ム
・
鎌
倉
市
役
所
サ
ッ

ー
グ
チ
ー
ム
・
鎌
倉
市
役
所
サ
ッ

カ
ー
部

カ
ー
部

　

葉
山
町
体
育
協
会
（
中
川
六
郎

　

葉
山
町
体
育
協
会
（
中
川
六
郎

会
長
・

会
長
・
2121
団
体
）
は
平
成

団
体
）
は
平
成
2828
年
度
年
度

に
活
躍
し
た
選
手
の
表
彰
式
を
４

に
活
躍
し
た
選
手
の
表
彰
式
を
４

月
９
日
葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
で

月
９
日
葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
で

行
っ
た
。
表
彰
は
過
去
最
多
の

行
っ
た
。
表
彰
は
過
去
最
多
の
4343

件
を
数
え
、
優
秀
選
手

件
を
数
え
、
優
秀
選
手
4141
人
、
優

人
、
優

て
い
る
姿
を
作
品
で
確
か
め

て
い
る
姿
を
作
品
で
確
か
め

「
自
由
」
「
教
育
」
「
人
間

「
自
由
」
「
教
育
」
「
人
間

の
結
び
つ
き
」
な
ど
に
つ
い

の
結
び
つ
き
」
な
ど
に
つ
い

て
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
。

て
考
え
て
ほ
し
い
と
い
う
。

　

春
風
社
代
表
・
三
浦
衛
さ

　

春
風
社
代
表
・
三
浦
衛
さ

ん
は
、「
当
時
と
現
在
を
さ
ざ

ん
は
、「
当
時
と
現
在
を
さ
ざ

波
の
よ
う
に
行
き
つ
戻
り
つ

波
の
よ
う
に
行
き
つ
戻
り
つ

し
て
展
開
し
、
時
代
の
背
景

し
て
展
開
し
、
時
代
の
背
景

な
ど
が
浮
か
び
あ
が
る
。
イ

な
ど
が
浮
か
び
あ
が
る
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
話
に
も
味
が

ン
タ
ビ
ュ
ー
の
話
に
も
味
が

あ
る
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

あ
る
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

　

伝
え
る
会
の
小
泉
親
昂
副

　

伝
え
る
会
の
小
泉
親
昂
副

代
表
は
「
映
画
を
観
て
あ
ら

代
表
は
「
映
画
を
観
て
あ
ら

た
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
伝
え

た
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
伝
え

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
た
」
と
語
っ
た
。

と
感
じ
た
」
と
語
っ
た
。

で
考
え
て
い
る
こ
と
が
中
々

で
考
え
て
い
る
こ
と
が
中
々

ま
と
ま
ら
な
い
。
寒
い
か
ら

ま
と
ま
ら
な
い
。
寒
い
か
ら

暖
か
く
な
っ
た
ら
や
る
よ
、

暖
か
く
な
っ
た
ら
や
る
よ
、

と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
桜
の

と
言
っ
て
い
る
う
ち
に
桜
の

花
が
咲
き
、
散
っ
て
し
ま
っ

花
が
咲
き
、
散
っ
て
し
ま
っ

た
。
四
月
に
入
っ
て
か
ら
や

た
。
四
月
に
入
っ
て
か
ら
や

っ
と
机
に
向
っ
た
。

っ
と
机
に
向
っ
た
。

　
「
晩
春
」「
秋
日
和
」「
東

　
「
晩
春
」「
秋
日
和
」「
東

京
物
語
」「
お
早
よ
う
」「
秋

京
物
語
」「
お
早
よ
う
」「
秋

刀
魚
の
味
」
と
一
年
に
一
本

刀
魚
の
味
」
と
一
年
に
一
本

づ
つ
、
平
成
二
十
二
年
か
ら

づ
つ
、
平
成
二
十
二
年
か
ら

鎌
倉
の
円
覚
寺
の
本
堂
で
貴

鎌
倉
の
円
覚
寺
の
本
堂
で
貴

恵
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
っ

恵
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
っ

た
。
小
津
先
生
が
心
血
を
注

た
。
小
津
先
生
が
心
血
を
注

が
れ
た
シ
ナ
リ
オ
を
勝
手
に

が
れ
た
シ
ナ
リ
オ
を
勝
手
に

改
変
し
た
こ
と
の
畏
れ
に

改
変
し
た
こ
と
の
畏
れ
に
苛

さ
い
な

さ
い
な

ま
れ
つ
つ
、
而
も
小
津
先
生

ま
れ
つ
つ
、
而
も
小
津
先
生

の
墓
所
の
あ
る
円
覚
寺
で
と

の
墓
所
の
あ
る
円
覚
寺
で
と

い
う
非
礼
を
も
生
涯
心
の
底

い
う
非
礼
を
も
生
涯
心
の
底

に
秘
め
て
の
仕
事
で
あ
っ

に
秘
め
て
の
仕
事
で
あ
っ

た
。
わ
ず
か
に
救
い
と
言
え

た
。
わ
ず
か
に
救
い
と
言
え

ば
、
中
井
貴
恵
さ
ん
は
幼
時

ば
、
中
井
貴
恵
さ
ん
は
幼
時

か
ら
小
津
先
生
の
愛
を
深
く

か
ら
小
津
先
生
の
愛
を
深
く

受
け
て
い
た
人
と
い
う
点
で

受
け
て
い
た
人
と
い
う
点
で

あ
ろ
う
か
。

あ
ろ
う
か
。

　

数
日
前
や
っ
と
そ
の
仕
事

　

数
日
前
や
っ
と
そ
の
仕
事

を
終
え
た
。
口
の
禍
を
福
と

を
終
え
た
。
口
の
禍
を
福
と

な
す
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う

な
す
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う

か
、
後
は
才
能
溢
れ
る
中
井

か
、
後
は
才
能
溢
れ
る
中
井

貴
恵
さ
ん
の
腕
に
託
す
の
み

貴
恵
さ
ん
の
腕
に
託
す
の
み

で
あ
る
。

で
あ
る
。

（
1010
月
2020
日
・
日
・
2121
日
、
円
覚

日
、
円
覚

寺
で
行
い
ま
す
）

寺
で
行
い
ま
す
）

　

次
に
柳
田
国
男
の
考
え
を

　

次
に
柳
田
国
男
の
考
え
を

独
自
の
見
地
で
発
展
さ
せ
た

独
自
の
見
地
で
発
展
さ
せ
た

文
化
人
類
学
者
石
田
英
一
郎

文
化
人
類
学
者
石
田
英
一
郎

の
説
を
検
討
し
て
み
た
い
。

の
説
を
検
討
し
て
み
た
い
。

石
田
英
一
郎
は
『
桃
太
郎
の

石
田
英
一
郎
は
『
桃
太
郎
の

母
』
で
、
柳
田
が
初
め
て
小

母
』
で
、
柳
田
が
初
め
て
小

さ
子
と
水
の
神
と
の
一
致
に

さ
子
と
水
の
神
と
の
一
致
に

気
が
付
い
た
と
し
、
柳
田
の

気
が
付
い
た
と
し
、
柳
田
の

水
か
ら
現
れ
た

水
か
ら
現
れ
た
上じ

ょ
う
ろ
う

じ
ょ
う
ろ
う臈

や
産う

ぶ
め

う
ぶ
め女

の
話
か
ら
、
「
こ
れ
ら
水
界

の
話
か
ら
、
「
こ
れ
ら
水
界

の
小
さ
子
の
陰
に
、
た
え
ず

の
小
さ
子
の
陰
に
、
た
え
ず

彷
彿
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も

彷
彿
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も

の
は
、
そ
の
母
と
も
思
わ
れ

の
は
、
そ
の
母
と
も
思
わ
れ

る
女
性
の
姿
な
の
で
あ
る
」

る
女
性
の
姿
な
の
で
あ
る
」

と
言
っ
て
、
特
に
小
さ
子
の

と
言
っ
て
、
特
に
小
さ
子
の

母
の
側
か
ら
考
察
を
進
め
て

母
の
側
か
ら
考
察
を
進
め
て

い
る
。
彼
の
関
心
は
海
を
母

い
る
。
彼
の
関
心
は
海
を
母

の
国
と
見
る
柳
田
説
に
従
っ

の
国
と
見
る
柳
田
説
に
従
っ

て
小
さ
子
が
流
れ
て
行
っ
た

て
小
さ
子
が
流
れ
て
行
っ
た

海
の
彼
方
へ
向
け
ら
れ
、
小

海
の
彼
方
へ
向
け
ら
れ
、
小

さ
子
と
「
国
ぐ
に
の
磯
辺

さ
子
と
「
国
ぐ
に
の
磯
辺

に
漂
い
着
い
た
《
う
つ
ぼ

に
漂
い
着
い
た
《
う
つ
ぼ

舟
》」
の
伝
説
と
の
関
連
を

舟
》」
の
伝
説
と
の
関
連
を

強
調
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を

強
調
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
を

キ
リ
ス
ト
教
の
マ
リ
ア
崇
拝

キ
リ
ス
ト
教
の
マ
リ
ア
崇
拝

な
ど
に
見
ら
れ
る
処
女
受
胎

な
ど
に
見
ら
れ
る
処
女
受
胎

の
信
仰
の
中
に
組
み
入
れ

の
信
仰
の
中
に
組
み
入
れ

る
。
る
。

　

彼
自
身
は
そ
う
し
た
考
え

　

彼
自
身
は
そ
う
し
た
考
え

を
「
海
神
小
童
や
母
神
子
神

を
「
海
神
小
童
や
母
神
子
神

に
関
す
る
柳
田
先
生
の
極
め

に
関
す
る
柳
田
先
生
の
極
め

て
含
蓄
の
深
い
広
汎
な
研
究

て
含
蓄
の
深
い
広
汎
な
研
究

の
輪
郭
を
、

の
輪
郭
を
、

私
の
理
解
に

私
の
理
解
に

お
い
て
総
括

お
い
て
総
括

し
た
ま
で
で

し
た
ま
で
で

あ
る
」
と
言

あ
る
」
と
言

っ
て
い
る

っ
て
い
る

が
、
彼
の
意

が
、
彼
の
意

図
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
住

図
は
明
ら
か
で
あ
っ
て
、
住

谷
一
彦
が
『
日
本
の
意
識
』

谷
一
彦
が
『
日
本
の
意
識
』

の
中
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う

の
中
で
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に
、
柳
田
の
「
正
に
逆
方

に
、
柳
田
の
「
正
に
逆
方

向
」
に
「
外
延
的
＝
遠
心

向
」
に
「
外
延
的
＝
遠
心

的
」
に
そ
の
思
想
の
源
流
を

的
」
に
そ
の
思
想
の
源
流
を

追
っ
て
、
一
つ
に
は
九
州
の

追
っ
て
、
一
つ
に
は
九
州
の

北
、
朝
鮮
半
島
か
ら
ア
ジ
ア

北
、
朝
鮮
半
島
か
ら
ア
ジ
ア

大
陸
へ
と
、
一
つ
に
は
「
母

大
陸
へ
と
、
一
つ
に
は
「
母

祖
神
の
信
仰
の
今
日
な
お
活

祖
神
の
信
仰
の
今
日
な
お
活

き
た
機
能
を
営
ん
で
い
る
南

き
た
機
能
を
営
ん
で
い
る
南

海
の
島
々
に
つ
ら
な
る
太
平

海
の
島
々
に
つ
ら
な
る
太
平

洋
周
辺
の
諸
民
族
に
比
較
研

洋
周
辺
の
諸
民
族
に
比
較
研

究
の
対
象
を
求
め
」
て
行

究
の
対
象
を
求
め
」
て
行

く
。
こ
の
よ
う
な
比
較
民
俗

く
。
こ
の
よ
う
な
比
較
民
俗

学
的
研
究
に
対
し
て
滑
川
道

学
的
研
究
に
対
し
て
滑
川
道

夫
は
「
わ
た
し
は
目
の
覚
め

夫
は
「
わ
た
し
は
目
の
覚
め

る
よ
う
な
感
動
を
覚
え
る
」

る
よ
う
な
感
動
を
覚
え
る
」

と
言
う
が
、
私
は
石
田
英
一

と
言
う
が
、
私
は
石
田
英
一

郎
の
説
に
対
し
て
は
、
は
な

郎
の
説
に
対
し
て
は
、
は
な

は
だ
不
満
で
あ
る
。

は
だ
不
満
で
あ
る
。

　

た
し
か
に
桃
太
郎
や
一
寸

　

た
し
か
に
桃
太
郎
や
一
寸

法
師
の
話
を
、
世
界
各
地
に

法
師
の
話
を
、
世
界
各
地
に

分
布
す
る
処
女
受
胎
の
話
の

分
布
す
る
処
女
受
胎
の
話
の

中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
可

中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
可

能
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
が
、

能
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
が
、

一
民
族
の
始
祖
が
す
べ
て
の

一
民
族
の
始
祖
が
す
べ
て
の

も
の
を
生
み
出
す
創
造
の
根

も
の
を
生
み
出
す
創
造
の
根

源
と
し
て
の
母
な
る
も
の
か

源
と
し
て
の
母
な
る
も
の
か

ら
出
発
す
る
と
い
う
こ
と
、

ら
出
発
す
る
と
い
う
こ
と
、

し
か
し
母
だ
け
で
は
豊
か
な

し
か
し
母
だ
け
で
は
豊
か
な

想
像
力
の
源
と
な
る
「
種
」

想
像
力
の
源
と
な
る
「
種
」

が
な
い
の
で
、
そ
の
種
を
処

が
な
い
の
で
、
そ
の
種
を
処

女
の
ま
ま
生
ん
だ
我
が
子
か

女
の
ま
ま
生
ん
だ
我
が
子
か

ら
も
ら
う
と
い
う
母
子
相
姦

ら
も
ら
う
と
い
う
母
子
相
姦

を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
と

い
う
、
宗
教
的
＝
神
話
的
諸

い
う
、
宗
教
的
＝
神
話
的
諸

表
象
の
中
か
ら
産
み
出
さ
れ

表
象
の
中
か
ら
産
み
出
さ
れ

た
話
で
あ
る
こ
と
も
、
う
な

た
話
で
あ
る
こ
と
も
、
う
な

ず
く
こ
と
が
出
来
る
。
し
か

ず
く
こ
と
が
出
来
る
。
し
か

し
そ
れ
と
同
時
に
、「
小
さ

し
そ
れ
と
同
時
に
、「
小
さ

子
」
の
問
題
が
そ
の
母
の
中

子
」
の
問
題
が
そ
の
母
の
中

で
か
す
ん
で
し
ま
い
、
ま
た

で
か
す
ん
で
し
ま
い
、
ま
た

単
な
る
位
置
付
け
に
と
ど
ま

単
な
る
位
置
付
け
に
と
ど
ま

り
、
一
寸
法
師
や
桃
太
郎
の

り
、
一
寸
法
師
や
桃
太
郎
の

話
の
日
本
に
お
け
る
独
自
性

話
の
日
本
に
お
け
る
独
自
性

と
い
う
問
題
は
見
失
わ
れ
て

と
い
う
問
題
は
見
失
わ
れ
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　

柳
田
自
身
、「
水
の
神
の

　

柳
田
自
身
、「
水
の
神
の

信
仰
を
暗
示
す
る
か
と
思
う

信
仰
を
暗
示
す
る
か
と
思
う

説
話
は
、
他
の
多
く
の
国
に

説
話
は
、
他
の
多
く
の
国
に

も
有
る
け
れ
ど
も
、
日
本
に

も
有
る
け
れ
ど
も
、
日
本
に

伝
わ
っ
た
も
の
だ
け
は
著
し

伝
わ
っ
た
も
の
だ
け
は
著
し

く
型
が
違
っ
て
居
る
。
少
な

く
型
が
違
っ
て
居
る
。
少
な

く
と
も
あ
る
特
殊
の
部
分
が

く
と
も
あ
る
特
殊
の
部
分
が

異
常
に
行
き
進
ん
で
居
る
。

異
常
に
行
き
進
ん
で
居
る
。

た
と
え
ば
小
児
の
誕
生
を
水

た
と
え
ば
小
児
の
誕
生
を
水

の
神
の
霊
威
に
託
す
る
と
い

の
神
の
霊
威
に
託
す
る
と
い

う
だ
け
の
信
仰
な
ら
ば
、
偶

う
だ
け
の
信
仰
な
ら
ば
、
偶

然
で
あ
れ
、
は
た
伝
播
で
あ

然
で
あ
れ
、
は
た
伝
播
で
あ

れ
、
異
な
る
多
く
の
民
族
に

れ
、
異
な
る
多
く
の
民
族
に

も
共
通
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た

も
共
通
で
あ
っ
た
ろ
う
。
た

だ
日
本
は
海
の
国
、
そ
う
し

だ
日
本
は
海
の
国
、
そ
う
し

て
又
山
川
の
た
ぎ
ち
流
る
る

て
又
山
川
の
た
ぎ
ち
流
る
る

国
で
あ
っ
た
が
故
に
、
海
に

国
で
あ
っ
た
が
故
に
、
海
に

は
『
う
つ
ぼ
舟
』
の
漂
着
し

は
『
う
つ
ぼ
舟
』
の
漂
着
し

た
話
、
川
に
は
瓜
子
姫
桃
太

た
話
、
川
に
は
瓜
子
姫
桃
太

郎
の
話
な
ど
が
、
他
に
は
類

郎
の
話
な
ど
が
、
他
に
は
類

の
無
い
発
達
を
し
た
の
で
あ

の
無
い
発
達
を
し
た
の
で
あ

る
」
と
し
て
、
他
の
国
に
類

る
」
と
し
て
、
他
の
国
に
類

の
な
い
日
本
独
自
の
特
性
を

の
な
い
日
本
独
自
の
特
性
を

探
ろ
う
と
し
て
い
る
。

探
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

柳
田
と
石
田
英
一
郎
の
視

　

柳
田
と
石
田
英
一
郎
の
視

点
の
取
り
方
の
相
違
に
ひ
そ

点
の
取
り
方
の
相
違
に
ひ
そ

む
「
近
代
」
の
問
題
、
日
本

む
「
近
代
」
の
問
題
、
日
本

民
族
と
い
う
視
点
（
柳
田
）

民
族
と
い
う
視
点
（
柳
田
）

で
考
え
る
か
、
全
人
類
的
視

で
考
え
る
か
、
全
人
類
的
視

野
（
石
田
）
で
考
え
る
か
と

野
（
石
田
）
で
考
え
る
か
と

い
っ
た
問
題
意
識
で
は
な

い
っ
た
問
題
意
識
で
は
な

く
、
私
は
桃
太
郎
や
一
寸
法

く
、
私
は
桃
太
郎
や
一
寸
法

師
の
話
の
日
本
に
お
け
る
独

師
の
話
の
日
本
に
お
け
る
独

自
性
を
、
日
本
の
風
土
の
特

自
性
を
、
日
本
の
風
土
の
特

色
で
あ
る
「
川
」
に
注
目
し

色
で
あ
る
「
川
」
に
注
目
し

て
探
り
当
て
た
い
の
で
あ

て
探
り
当
て
た
い
の
で
あ

る
。
日
本
独
自
の
問
題
を
突

る
。
日
本
独
自
の
問
題
を
突

き
詰
め
て
行
く
こ
と
に
よ
っ

き
詰
め
て
行
く
こ
と
に
よ
っ

て
始
め
て
人
間
そ
の
も
の
の

て
始
め
て
人
間
そ
の
も
の
の

持
つ
普
遍
的
な
情
念
を
探
り

持
つ
普
遍
的
な
情
念
を
探
り
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ク
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日
本
の
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統
構
法
セ
ミ
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